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　基幹施設での2年間（専攻医2年修了時）で、「研修手帳（疾患群項目表）」に定められた70疾患群のうち、
少なくとも通算で45疾患群、120症例以上を経験し、日本内科学会専攻医登録評価システム（仮称）に登録
できます。そして、専攻医2年修了時点で、指導医による形成的な指導を通じて、内科専門医ボードによる評
価に合格できる29症例の病歴要約を作成できます。　専攻医3年修了時で、「研修手帳（疾患群項目表）」に
定められた70疾患群のうち、少なくとも通算で56疾患群、160症例以上を経験し、日本内科学会専攻医登録
評価システム（仮称）に登録できる体制とします。そして可能な限り、「研修手帳（疾患群項目表）」に定められ
た70疾患群、200症例以上の経験を目標とします(http://www.naika.or.jp/nintei/shinseido/を参照)。
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専門研修プロ
グラムの概略

１．専門研修プログラムの内容（概略）

　本プログラムは、岡山県の川崎医科大学附属病院を基幹施設として、岡山県二次医療圏（県南東部/県南
西部/真庭/津山・英田）・他道府県医療圏にある広域連携施設とで内科専門研修を行います。岡山県内外
の医療圏の医療事情を理解し、地域の実情に合わせた実践的な医療も行えるように訓練され、内科専門医と
しての基本的臨床能力獲得後はさらに高度な総合内科のGeneralityを獲得する場合や内科領域Subspecialty
専門医への道を歩む場合を想定して、2つのコース別に研修を行って内科専門医を育成します。
　初期臨床研修を修了した内科専攻医は、本プログラム専門研修施設群での3年間（基幹施設2年間＋連携
施設1年間）に、豊富な臨床経験を持つ指導医の適切な指導の下で、内科専門医制度研修カリキュラムに定
められた内科領域全般にわたる研修を通じて、標準的かつ全人的な内科的医療の実践に必要な知識と技能
とを修得します。
　内科領域全般の診療能力とは、臓器別の内科系Subspecialty分野の専門医にも共通して求められる基礎的
な診療能力を指します。また、知識や技能に偏らずに、患者に人間性をもって接すると同時に、医師としてのプ
ロフェッショナリズムとリサーチマインドの素養をも修得して可塑性が高く様々な環境下で全人的な内科医療を
実践する先導者の持つ能力です。

２．当専門研修プログラムの研修スケジュール

〈専門領域名〉 内　科
川崎医科大学附属病院内科専門研修プログラム

川崎医科大学総合医療センター、倉敷中央病院、総合病院岡山赤十字病院、津山中央病院、国立病院機構南岡山医療センター、金田病
院、心臓病センター榊原病院、水島中央病院、福山市民病院、国立病院機構福山医療センター、姫路聖マリア病院、赤穂市民病院、神戸労
災病院、住友病院、大阪労災病院、国立循環器病研究センター病院、愛知県がんセンター、昭和大学病院、昭和大学江東豊洲病院、昭和
大学横浜市北部病院、昭和大学藤が丘病院、ＪＡ北海道厚生連札幌厚生病院、香川県済生会病院、イムス葛飾ハートセンター、中国中央
病院、地域医療機能推進機構下関医療センター、岡山大学病院、広島市民病院、香川大学医学部附属病院、神戸市立医療センター中央
市民病院、国立病院機構姫路医療センター、京都大学医学部附属病院、京都桂病院、東京品川病院、新東京病院、会津中央病院、水島
協同病院、久留米大学病院、愛媛県立中央病院

各年次13名 (岡山県内のｼｰﾘﾝｸﾞ数との調整が必要となる場合が
ある）
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